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背 景：小川原湖における主要流入河川のうち、砂土路川の負荷量寄与率はT-Pで30%、T-Nで26%、CODで23%であり、
流域面積比（全流域の約11%）に比べると、負荷量の高い河川であり、出水時初期の懸濁態栄養塩を沈殿、除
去させる対策が重要となっている。

対策工：砂土路川河口部にウエットランドを設け、小川原湖への流入負荷を低減させる。
H27年度から試験施工を開始し、H28年度及びH29年度にモニタリングを実施（施設内流速分布、堆積厚、堆積
物の粒度分布、底質分布等）により効果を検証し、R2から本施工を実施。

目標値：ＣＯＤ20%程度、T-P20%程度を削減目標とした。

ウエットランド施工箇所

【位置図】

ウエットランド
実施箇所

高瀬川(小川原湖)

砂土路川から分水

河道を拡張し、本流と分画

流速低減

粗い粒子から徐々に沈降・堆積
（負荷の補足）

微細な粒子は通過し、
砂土路川に合流

流入河川の河口部に設置するウエットランドへの懸
濁物質の沈殿により流入負荷を低減させる。

ウエットランドのイメージ図
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【現計画規模の本施工施設の負荷削減効果(出水時)】

◆ウエットランドの概要

小川原湖

※ｳｪｯﾄﾗﾝﾄﾞに流入した水の削減

Ｔ－Ｐ Ｔ－Ｎ ＣＯＤ

現計画施設の負荷削減率（％） 19.8 4.5 18.3
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工 事：令和2年度～令和4年度の3ヶ年で工事を実施し。

◆ウエットランドの施工状況

【１年目】R2年度 【2年目】R3年度

【3年目】R4年度

完 成

汚濁防止フェンス設置状況 沈殿池掘削状況

袋詰玉石設置状況法面整形状況

施工状況
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【監視体制】
河川巡視時に土砂堆積状況を計測（年1回程度）視

維持管理：Ｒ５年度より維持管理に移行するにあたり、浚渫頻度の検討を実施

◆ウエットランドの維持管理

■ ウエットランド機能維持のために
堆積した土砂の撤去が必要。

■土砂堆積状況を予測

Ｒ４年１１月 ウェットランド完成

Ｒ５年度より維持管理に移行

ウェットランドにおける維持浚渫頻度

・維持浚渫の実施を判断する
平均堆砂面標高： T.P. -1.6m

・維持浚渫の頻度：およそ15年
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